
厚生労働省予算の約９８％は年金、医療等の給付費の国庫負担などの義務的経費

厚生労働省予算
３４３，０６４

（１００．０％）

義務的経費
（年金・医療等の経費を除く）

９，９３０
（２．９％）

裁量的経費
７，０４３

（２．１％）

公共投資関係費
２２０

（０．１％）

年金
１３６，１２９
（３９．７％）

医療
１２３，０６３
（３５．９％）

介護
３６，７２４

（１０．７％）

雇用
１，４０１

（０．４％）

福祉等
３６，２６４

（１０．６％）

※ 厚生労働省予算は、高齢化等に伴い、制度改正を行わなくても毎年度増加（自然増）する傾向。
注１） 計数は、それぞれ四捨五入によっているので、端数において合計と合致しないものがある。

義務的経費
（年金・医療等の経費）

３２５，８７１
（９５．０％）

その他
主要経費
２，２１９
（０．６） その他

７，２６３
（２．１％）

単位：億円

令和７年度 厚生労働省予算の概要

 


